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【項目評価基準表】

【評価項目】

１　指定管理者の健全性

4 回

～

評価

平成30年度指定管理者適用施設 モニタリング評価調書
13

101003

グループ名称
老人福祉センター（三陽、安茂里、鬼無里、氷鉋、中条）、老人憩の家（氷鉋）、高齢者共同
生活支援施設（戸隠栃原、戸隠豊岡）、高齢者生活福祉センター（鬼無里、大岡、中条）

指定管理者名 社会福祉法人長野市社会福祉協議会 法人番号 9100005001693

所管課 高齢者活躍支援課

構成施設

三陽老人福祉センター 氷鉋老人憩の家

安茂里老人福祉センター 戸隠栃原高齢者共同生活支援施設

鬼無里老人福祉センター

施設概要

【老人福祉センター（三陽、安茂里、氷鉋、鬼無里、中条）】集会室、ボランティア活動室、和室、介護者教室、作業室、事務室等
【老人憩の家（氷鉋）】　　　　　　　　　　　　　　集会室、和室、脱衣室、浴室、事務室等
【高齢者共同生活支援施設（戸隠栃原・戸隠豊岡）】　居室、食堂、浴室、事務室等
【高齢者生活福祉センター（鬼無里、大岡、中条）】　居室、事務室等

施設設置目的

【老人福祉センター】高齢者の健康増進、教養の向上及びレクリエーション等の便宜を供与するとともに、地域における福祉
　　活動の場を提供し、高齢者の福祉向上を図る。
【老人憩の家】高齢者の相互交流・教養の向上、レクリエーションの場として、心身の健康の増進を図る
【高齢者生活福祉センター･高齢者共同生活支援施設】高齢者に対し、居住機能及び交流機能を総合的に提供することにより、
　　高齢者が安心して健康で明るい生活を送ることができるよう支援し、もって高齢者の福祉の増進を図る。

基本方針等
施設の適正な維持管理に努めるとともに、地域福祉活動の場の提供、生きがいづくり講座の開催等の事業を推進することにより、施設の設置目的であ
る高齢者福祉の向上、高齢者の心身の健康増進を図る。

戸隠豊岡高齢者共同生活支援施設

氷鉋老人福祉センター 鬼無里高齢者生活福祉センター

中条老人福祉センター 大岡高齢者生活福祉センターほか

施設分類 企画型 施設利用者圏域 地域施設
一部利用料金制・代行

制

4
（良い）

・協定、事業計画に基づく管理運営や事業の実施が期待以上

3
（普通）

・協定、事業計画が予定どおり実施された

2
（劣る）

・協定、事業計画の一部が予定どおり実施されない
・管理運営の一部において、市の指導が必要

主な実施事業

【老人福祉センター】高齢者に対して、各種の相談に応ずるとともに、健康の増進、教養の向上及びレクリエーションのため
　　の便宜を総合的に供与する。講座等運営業務及び地域福祉活動に関する集会等を行う者への会場提供業務。
【老人憩の家】浴場の提供、はり・マッサージ事業
【高齢者生活福祉センター･高齢者共同生活支援施設】施設の運営（使用の受付、住居の提供、各種相談対応、緊急時の対応、
　　福祉サービス利用手続き援助）、施設の維持管理（建物･設備･備品保守管理、清掃、植栽等維持管理、修繕、警備）等。

評価 評価基準

5
（優れている）

・協定、事業計画に基づく管理運営や事業の実施が期待以上で、指定管理者のノウハウや努力等によるところが
特に大きい

平成18年4月1日

指
定
管
理
者
の
健
全
性

施設の設置目的や市が示した基本方針、また、自ら提案した内容に沿った管理運営であったか。
また、団体の財務状況や組織体制は、管理運営実績のある他施設での管理運営状況も踏まえ、良好で、健全か。

3特記事項
（問題等があった場合に、

その内容等を記入）

１
（悪い）

・協定、事業計画が全て実施されない
・管理運営の全てにおいて、市の指導が必要
・市の指導を受けてもなお、全く改善が図られない

指定管理者名 社会福祉法人長野市社会福祉協議会 指定回数

指定期間 平成29年4月1日 令和4年3月31日 5年 管理運営開始日
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２　施設の有効活用 No.
H29 対前年比 評価

12,291 102%

10,257 101%

31,421 96%

14,599 89%

165 110%

84 104%

#DIV/0!

区分

市指定事業

自主事業

３　利用者評価

区分 評価

13

施設利用状況
（利用者数、件
数、稼働率な

ど）

利用区分等 単位 H27 H28 H30

老福：生きがいづくり講座受講者数 人 12,638 13,267 12,562

3

老福：地域福祉活動利用者数 人 7,841 10,159 10,322

老福：グループ活動利用者数 人 34,271 31,766 30,267

憩の家：施設利用者数 人 17,116 15,967 13,034

高齢者生活福祉センター用者数 人 187 192 182

高齢者共同生活支援施設利用者数 人 72 72 87

事
業
実
施
内
容

協定内容・指定管理者提案 追加事業、未実施事業及び未実施の理由

【老人福祉センター】
①地域福祉活動に係る相談、指導及び調整　②地域ボランティア育成　③地域福祉活動に関
する講習会等の開催　④地域福祉活動を行う者への会場提供　⑤各種相談及び情報提供　⑥
高齢者の身体機能の回復訓練　⑦高齢者を対象とする講座等の開催⑧高齢者のクラブ活動等
の育成
【老人憩の家】①入浴設備の提供　②はり・マッサージの実施
【高齢者生活福祉センター・高齢者共同生活支援施設】
①運営業務（受付、住居の提供、各種相談対応、緊急時の対応等）
②施設管理（建物、設備、設備等の維持管理、清掃、植栽管理、修繕、警備）

【老人福祉センター】
①利用者発表会、②子ども体験教室事業、③サロン事業、④ボラン
ティア活動保険・ボランティア行事用保険の加入窓口設置事業、⑤ボ
ランティア講座事業、⑥福祉教育の推進事業、⑦高齢者疑似体験事
業、⑧介護者交流事業、⑨日常生活自立支援事業の実施拠点事業、⑩
暮らしのあんしんサービス事業の実施拠点事業、⑪ミニデイサロン事
業、⑫管内地域福祉連絡会議事業（三陽・氷鉋のみ）

【未実施】
⑨、⑩に関しては、各事業において、実施拠点としての
利用が求められなかったため。

（特記事項）
【高齢者生活福祉センター】
＊一年間の各月の利用者数を合計したもの。当施設は必要な人が利用するので、増減は評価の対象とならない。

サービス維持・
向上の取組み
（広報等）

【老人福祉センター・老人憩の家】①各施設においてセンターだよりや各種チラシを発行し、講座の募集及び日程の通知・施設の様子などを発信した。また、広報な
がのや有線放送、INCなどの報道機関等を通じての広報活動も積極的に実施した。②講座の様子等をブログに掲載し、インターネットを通してセンターの利用促進を
図った。③施設のパンフレットを作成し、各老人福祉センター（氷鉋は老人憩の家を含む。）に設置した。また、関連施設に設置を依頼した。【高齢者生活福祉セン
ター･高齢者共同生活支援施設】・同施設内のデイサービス・ショートステイ事業等と連携したサービス提供・職員研修を実施し職員のスキルアップを図る。・市高
齢者活躍支援課・戸隠在介・居宅支援事業所等に情報提供

利
用
者
評
価

内容

利
用
者
要
望
把
握

(1) 利用者要望把握方法 利用者アンケート

3

(2) 調査、会議等の内容
【老人福祉センター】
・生きがいづくり講座等の講座受講者を対象に、講座終了後アンケートを実施。(1718人中1313人から回答)
・調査内容は、①講座内容の満足度、②職員の対応、③施設設備に対する評価
【高齢者生活福祉センター・高齢者共同生活支援施設】
・日常生活の中での聞き取りや担当者会議による要望等の把握

(3) 調査、会議等の結果
【老人福祉センター】アンケート回答率　76.47%
①講座内容の満足度（とても満足 57.17%/満足 37.82%/ふつう 4.94%/不満 0.08%/とても不満 0.00%）
②職員の対応（とても満足 35.04%/満足 48.51%/ふつう 16.12%/不満 0.33%/とても不満 0.00%/）
③施設設備に対する評価（とても満足 29.20%/満足 48.88%/ふつう 20.10%/不満 0.66%/とても不満0.17%）
【高齢者生活福祉センター・高齢者共同生活支援施設】
・入居者に関する必要な情報（身体情報、認知症について等）について確認し、施設設備の問題に関して検討した。

利
用
者
か
ら
の
評
価
・

要
望
・
苦
情
等

(1) 良好とする評価
【老人福祉センター】
①講座内容：「講座に参加するのが楽しみ・生きがいだ。」「身体の調子が良くなった」
②職員の対応：「明るく話しかけてくれてうれしい。」「何事も気持ちよくやってもらい感謝している。」
③施設設備に対する評価：「暖かいところで運動できて嬉しい。」「とても綺麗。」

(2) 苦情・改善等の要望事項
利用者が高齢であり、徒歩や自転車で来られる方も多く、交通事故が危惧されていた。

≪対応措置≫
防犯協会に依頼し事故防止の横断幕を設置した。
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４　事業収支 No.
評価

項目 金額 金額 項目

利用料金 4,389,000 3,327,196 使用料

指定管理料 103,465,000 雑(納付金)

委託料 0 350,232
行政財産
目的外使用料

販売収入等 20,000 貸付料

その他収入 3,725,000 その他

計 111,599,000 3,677,428 計

人件費 59,126,000 103,465,000 指定管理料

設備管理費 10,994,000 委託料

備品購入費 220,000 需用費

修繕費 1,950,000 役務費

光熱水費 22,090,000 1,004,041 使用料・賃借料

事業費 8,992,000 800,280 修繕費

事務経費 2,862,000 3,720,660 工事請負費

本社経費 4,776,000 備品購入費

その他 589,000 その他

計 111,599,000 108,989,981 計

収入

支出

自主事業損益 0

損益 差引

５　管理運営全般　※ すべて　　　で、「３」。「４」「５」とする場合は、評価理由欄に理由を記載してください。

区分 チェック欄 評価

13

事業収支
（単位：円）

指定管理者収支（平成30年度） 市の収支

年度計画額 収支実績額 平成30年度決算 平成29年度決算（前年度）

3

項目 金額 項目 金額

委託料 0
行政財産
目的外使用料

142,349

販売収入等 37,298 貸付料

その他収入 3,608,148 その他
歳入

使用料 2,876,310

指定管理料 103,465,000 雑(納付金)

計 110,516,456 計 3,018,659

支出

人件費 61,102,078

歳出

指定管理料 103,465,000

収入

利用料金 3,406,010

修繕費 2,528,814 役務費

光熱水費 23,117,620 使用料・賃借料 1,055,427

設備管理費 10,969,001 委託料 1,415,664

備品購入費 711,909 需用費 20,061

本社経費 2,519,102 備品購入費

その他 514,215 その他 22,783,857

事業費 7,618,347 修繕費 529,956

事務経費 3,749,814 工事請負費 16,081,200

計 112,830,900 計 145,351,165

0 -2,314,444 -105,312,553 -142,332,506

人件費比率【人件費(賃金等)／平成30年度指定管理者事業支出】(支出に占める人件費の割合) 54.2%

自主
事業

収入

支出

自主事業損益 0

本社経費が、計画額と実績額で異なる理由

管
理
運
営
全
般

確認内容

職員配置

1 施設管理運営に必要な人員が、適正で有効に配置されているか

平等利用

経理

施設・備品
の維持管理

セルフモニ
タリング等

3

配置実績
（うち市内雇用職員数）

【老人福祉センター】センターごとに所長１名、指導員１名、三陽、安茂里、氷鉋は相談員１名
【氷鉋老人憩の家】所長１名（老人福祉センター所長と兼務）、非常勤５名（２名勤務体制）
【高齢者生活支援センター・高齢者生活福祉施設】(鬼無里高齢者生活福祉センター鬼無里やすらぎ）非常勤４人、（大岡高齢者生活
福祉センター大岡ことぶき荘）常勤１人、非常勤10人、（中条高齢者生活福祉センター中条いこいハウス）常勤１人、非常勤６人、
（戸隠栃原高齢者共同生活支援施設（ひまわり１.２号館）非常勤12人									

2 専門性を備えた職員、有資格者が必要に応じて配置されているか

3 労働関係法令を遵守し、職員の適正な労働条件を確保しているか

4 職員の資質・能力向上を図り、施設を適切に運営するための取組みや研修がなされたか

1 特定の団体や個人に偏らない、公平・公正な、透明性の高い運営がなされたか

2 使用許可、減免等の事務手続きが適切に行われたか

1 施設の管理運営に係る収支の内容や、指定管理料、利用料金等の取扱いは適切に行われたか

2 収支内容等を記載した帳簿を整備しているか

1 必要とされている保守、点検、清掃、保安、警備等、必要な維持管理業務が確実に行われたか

2 備品はⅠ種、Ⅱ種を明確にし、それぞれ台帳、目録等を整備の上、管理が適正に行われたか

1 日常的、定期的に業務の点検、監視が行われたか

2 事業計画・報告書、予算書・決算書や、施設の利用状況などの定期報告、点検・検査結果報告などが遅滞なく提出されたか
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６　危機管理体制 No.
区分 チェック欄 評価

個人情報保護

７　地域連携

評価

【総合評価】

評価

3

3

3

3

3

3

3

　※ すべて　　　で、「３」。１ヵ所でも空欄の場合は「１」。「４」「５」とする場合は、
     評価理由欄に理由を記載してください。

13

危
機
管
理
体
制

確認内容

安全対策

1 危機管理マニュアルなどが整備されているか

3

2 危機管理マニュアルなどの内容が職員に周知されているか

緊急時対
応、体制

1 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか

2 必要な保険に加入するなど、利用者などからの損害賠償請求への対応措置が講じられているか

地
域
連
携

地域の声を聞く体制や、協働で地域貢献ができる運営であったか。市内雇用や市内事業者から物品を購入する等、地域を活用した管理
運営であったか。障害者就労施設等からの物品及び役務の調達に努めたか。

3 常に、日常の事故防止などに注意を払っているか

1 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切であったか

防犯、防
災対策

1 防犯、防火などの対策、体制が適切であったか

2 防災訓練など、必要な訓練が実施されたか

3

協定内容・指定管理者提案 追加された内容、未実施の内容及びその理由

【老人福祉センター・老人憩の家】・ボランティア、福祉サービス、悩み事などの地域福祉相談窓
口。　・三陽及び氷鉋では管内連絡調整会議を開催し、保健センターや住民自治協議会、地域包括支
援センター等と情報共有し連携を深めた。・地域のボランティアセンターとしてのボランティアコー
ディネート。　・地域住民に対して地域福祉活動に関する講習会、研究会の開催。　・子ども向けに
夏休みを中心に講座を実施。講師を老福利用者に努めてもらい多世代交流を実施した。・各地区の福
祉懇談会や介護予防・生活支援検討会議等への参加。【高齢者生活福祉センター・高齢者共同生活支
援施設】　　同会介護保険サービス事業との連携により、利用者の介護等に係わる相談等にも速やか
に対応するとともに、各種インフォーマルな福祉サービスを紹介するなどの対応を図る。近隣の保育
園・小学校、地域住民、及び通所介護サービス利用者等との交流・ふれ合いを積極的に図る。

【老人福祉センター】
・子ども達を対象に夏休みを利用し、全施設で防災・減災につ
いて考え取り組むイベントを実施した。

総
合
評
価

評価項目 得点 総合評価

指定管理者の健全性

管理運営全般 12

危機管理体制 6

地域連携 6

6
合計得点

施設の有効活用 12

利用者評価 12

60
事業収支 6

評価理由

取組み・改善案等
（施設所管課）

前年度からの課題 改善状況 改善案等（改善されていない場合）

【老人福祉センター・老人憩の家】
・地域連携に努め、地域福祉活動や世代間
交流を充実させる。また、利用者ニーズを
把握し、利用者増加を図る。
【高齢者生活福祉センター・高齢者共同生
活支援施設】
・入退所のスムーズな対応を行い、入居者
が安全で快適な生活を送れるよう施設管
理・運営を継続する。

【老人福祉センター・老人憩の家】
・地域連携を積極的に行い、利用者
だけではなく、地域のニーズ把握に
努めた。また、学校の長期休みに合
わせた子ども体験事業の増進に努め
た。
【高齢者生活福祉センター他】
・入居者の要望等に配慮し、施設管
理・運営を行った。

次年度の目標・
取組み等

（施設所管課）

【老人福祉センター】・地域との連携を深めるとともに利用者及び地域のニーズを把握することに努め、地域福祉活動や世代間
交流を充実させる。また、ニーズの把握を通した魅力的な講座づくりに努め、利用増加を図る。
【高齢者生活福祉センター・高齢者共同生活支援施設】・入退所のスムーズな対応を行い、入居者が安全で快適な生活を送れる
よう施設管理・運営を継続する。
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No.

　① 評価理由

指定管理者自己評価

(1) 今年度の取組みに対する評価

　① サービス向上に向けての取組み

【老人福祉センター】
・センターだよりや各種チラシを発行し、施設管内の地域に回覧、配布し、老人福祉センターの活動や講座等の情報について広く周知した。また、広報ながのや有線放送、INC、その他情報機関を用い
て広報活動を積極的に実施した。・センターのパンフレットを作成し、各老人福祉センター及び関連施設に設置を依頼した。・情報コーナーや展示コーナーを設け、情報の発信や講座の周囲に努め
た。・講座の様子等をブログに掲載し、インターネットを通してセンターの利用促進を図った。・ボランティア保険の加入受付やボランティア活動等に必要な情報提供を行った。・男性の利用を促進す
るために男性限定の講座や料理教室を実施し、男性の地域進出、家庭での役割作り、仲間づくりにつながる支援を行った。・日々の館内巡視や消防訓練、救急救命訓練、感染症や熱中症予防などの対策
を行い、利用者の安全確保に努めた。・講座受講生の活動発表や地域住民の交流、世代間交流のためにセンターまつりや発表会、夏休みこども体験教室等を行った。・施設管内の関係機関（住民自治協
議会、民生児童委員協議会）の会議等に出席し、地域との連携を図った。
【高齢者生活福祉センター･高齢者共同生活支援施設】
・利用者（入居者）一人ひとりに対する定期的な面談・コミュニケーションや細やかな声掛け等を行う中で、各種相談・要望を汲み取り、個別支援・助言等の支援・対応を図った。また、利用者の体調
不良時には、看護師による健康診断や受診手配、家族への連絡・診療所同行などの緊急的対応を実施。・入居者の心身状況等に不安・異常(急変等)が感じられた際、家族への連絡や救急車の要請など臨
機応変の対応を行った。
・利用者のほとんどが保健福祉サービスを受けていることも含め、定期訪問時に更新手続き等の支援・援助を実施。また、利用者の身体状況変化や要望等に応じて、他サービス（歩行器の福祉用具貸与
等）の勧奨・手配を実施した。・併設の老人福祉センター等の行事案内や参加支援を実施。

　② 業務の効率化に対する取組み

【老人福祉センター】
・定期的に職員ミーティングを行い、報告・連絡・相談を徹底し、それぞれの役割を明確にしたうえで連携して業務にあたった。
・張り紙等を用いて施設利用者の理解と協力を得てこまめな消灯やクールビズによる節電に努めた。
・スケジュール管理を徹底し、教室の効率的な使用に努めた。
・講座閉講時のアンケートにより、利用者からの要望を把握し、改善事項の検討を行った。
・講座ごとに事業企画・評価シートを作成することでPDCAサイクルを意識した講座運営を行った。
【高齢者生活福祉センター･高齢者共同生活支援施設】
・日常的に建築物各部位の点検を行うと共に、修繕や担当課への報告・連絡・相談を実施。なお、利用者に不都合が生じる恐れがある箇所・部分は、早急なる改善に努めた。
・備品等の破損・故障の有無等に係る日常的点検を実施。
・定期的に施設の保守点検及び害虫や雑草等の除去を実施
・敷地内に、四季折々の鉢花などを配置したもの。

・日々の定期点検の中で発見される施設の不具合に対して速やかに対応・対処。
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・講座の内容や講師の指導、職員の対応についてはおおむね満足をいただいている。
・平成30年度は災害が頻発したことから、夏休みの子どもを対象に防災・減災について考える機会を設けたことで、タイムリーなイベントの実施が出
来た。
・利用者数に対して駐車場が少ない、または狭いため、市と検討が必要。
・利用者数に対して使用できる部屋が少ないため、会場の調整が必要。
・ハード面での老朽化や近年の環境変化による設備改修が必要。

　② 次年度以降の取組み

【老人福祉センター】
・アンケートや聞き取りなどから把握したニーズを反映させた講座やサロンの開催。
・地域活動のきっかけつくりや介護予防を目的とした集まりや講座を開催する。
・聞き取り等で把握したニーズを基に新しい講座を開催する。
・地域のニーズに応じたボランティアの育成に努める。
・子ども体験教室において、防災に関する講座を実施する。
・地域たすけあい事業コーディネーターや市内の老人福祉センターとの連携。												
【高齢者生活福祉センター･高齢者共同生活支援施設】
・施設整備（修繕等）や環境美化（花作り、除草、清掃等）などを推進、利用者(入居者)の心地よい環境づくりに心掛けるもの。また、計画的かつ優先的な修繕を実施する。
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　③ その他

【老人福祉センター】
・お試し講座として単発の講座を行うことで利用者のニーズの把握を行うとともに、利用者自身のいきがいの発見に努めた。
・利用者発表会（センター祭り）を実施することで、各講座や自主グループが日ごろの成果を発表する場を設けた。
・ロビーや廊下、ギャラリー等に講座で作成した作品を展示するスペースを設けた。
・講座参加者が講座修了後も活動が出来るように、参加者の自主グループ化の促進に努めた。
・日常的に建築物各部位及び設備の点検を行うとともに修繕を行うほか、担当課への報告・連絡・相談を実施し、利用者が快適に施設を利用できるよう努めた。
・夏休みの子どもたちを対象に防災・減災について学ぶ機会を設けた。
【高齢者生活福祉センター･高齢者共同生活支援施設】
・建築物各部位の定期的点検を行うと共に、修繕や担当課への報告・連絡・相談を行う中で改善等に努めたもの。また、冬季間は、ベランダや玄関への雪の吹き込み防止の処置を実施。
・支援員（職員）の連絡・情報共有会議等を定期的に開催、利用者本位のサービス提供に向けた情報交換・対応原則共有化などを図ったもの。

(2) 指定管理者業務実施上の課題

【老人福祉センター】
・老朽化、経年劣化に伴い、修繕や備品の更新に係る費用が多く発生している。
・館内照明のLED化が必要。
・地域での福祉活動の担い手、ボランティア育成の促進が必要。
・利用者数に対して駐車場が少ない、また１台分のスペースが狭い。
・利用者数に対して使用できる部屋が少なく、会場の調整に苦慮している。																
【高齢者生活福祉センター･高齢者共同生活支援施設】
・施設等修繕費用の増加（立地条件が山間地域であり、積雪等による施設の消耗・傷みが激しいことが理由）

(3) 総合評価 評価基準（計画＝事業計画）
【A】計画や目標を大きく上回る　【B】計画や目標を上回る　　　【C】計画や目標どおり
【D】計画や目標を下回る　　　　【E】計画や目標を大きく下回る

指定管理者
自己総合評価 C


